
 

 

１．科目名（単位数） 社会学概論 （2単位） 

３．科目番号 

GELA1113 

GELA1334 

GELA1313 ２．授業担当教員 長谷川 誠 

４．授業形態 講義・ディスカッション・グループワーク ５．開講学期 春期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

本科目は、国が定める社会福祉士および精神保健福祉士の養成カリキュラムにおける「社会学と社会シス

テム」（旧カリキュラムでは「社会理論と社会システム」）に対応するものである。対人援助職に就く者には、
被援助者とそのニーズを、社会的な関係性の中で把握することが求められる。人間は社会的な関係の中で生
まれ育つものであるし、援助を必要とするような問題（ニーズ）も社会的関係の中から生ずるものだからで

ある。こうしたことから、援助職に就こうとする者には、人間を取り巻く「社会」のなりたちや変化につい
て観察・分析する学問である社会学の学習が必要となるのである。 

 この講義では、社会学の基本的な考えかたと対象について幅広く取り上げる。また、国家試験などで求め

られる社会学の基本的な用語や知識についても学習する。 

８．学習目標 

学生には下記の目標を達成することが期待される。 

1．現代社会についての基礎知識を身につけて、物事をその社会的背景から考えられるようになる。 

2．人間と社会の関係について学び、人間を社会的関係の中で捉えられるようになる。 

3．社会問題について深く考察できるようになる。 

4．人々の生活について多角的に考えられるようになる。 

5．さまざまな社会学の理論について学び、社会学的な考え方ができるようになる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

期末レポートを課す。「現在の日本が抱える諸課題」について1つ取り上げ、社会学的視点により考察するこ

と。少子高齢化、都市化と過疎化、ワーキングプアなど。自身の興味のある他の課題を取り上げても可とす

る。A4用紙で１枚程度。 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】 

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編『最新 社会福祉士養成講座 精神保健福祉士養成講座
３ 社会学と社会システム』中央法規出版、2021。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

・社会学の理論や人間と社会の関係を理解し、説明できるようになったか。 

・現代社会や社会問題についての理解をもとに、自分の考えを述べることができるか。 

○評定の方法 

授業への参加姿勢等 20% 

レポート等の提出物 50% 

授業内容の理解度の評価 30% 

12．受講生への 

メッセージ 

毎回の授業時、基本用語等について質問をするので、事前・事後の学習を必ず行っておく。 
履修にあたっては、次のことを最低限守る。 

１．指定の教科書は授業の際、必ず持参する。 
２．別途配布する資料は、正しく整理して必ず保管しておく。 

３．授業中の私語や携帯電話の使用は禁止する。 

13．オフィスアワー 授業時間の前後 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 

オリエンテーション（講義の概要） 
社会学とは、 

二つの革命と人権意識、人権・生存権・社会権 

事前学習 
シラバスと、テキストを読んで、要点を整理

しておく。 

事後学習 
講義内容の振り返り。社会学とは何かと人権

についてまとめておく。 

第２回 ミクロ社会学～社会的行為、法と社会システム 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。社会的行為と社会規範

について考えをまとめておく。 

第３回 ミクロ社会学～社会的役割、社会的ジレンマ 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。役割と社会化、フリー

ライダーについて考えをまとめておく。 

第４回 ミクロ社会学～生活のとらえ方 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。記号の消費、生活時間、

ＱＯＬについてまとめておく。 

第５回 メゾ社会学～社会集団と組織 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。集団の類型と、官僚制

についてまとめておく。 

第６回 メゾ社会学～家族 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。家族における世帯単位

と個人単位についての考え方をまとめてお

く。 



 

 

第７回 メゾ社会学～地域 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。「新しい公共」という

考え方や「持続可能性」という概念の出現を

考えてみる。 

第８回 
マクロ社会学～社会変動、近代化と社会的連帯、グロー

バル化と生活様式の変化、共生社会の実現に向けて 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。近代化、アノミー、社

会関係資本についてまとめておく。 

第９回 マクロ社会学～人口からみた社会変動 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。合計特殊出生率の国際

比較を確認しておくこと。 

第１０回 マクロ社会学～社会システム、経済と社会システム 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。社会指標、格差につい

てまとめておく。 

第１１回 
社会問題①～社会問題のとらえ方、 

社会関係資本の理論、負の社会関係資本と社会的排除 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。ラベリング理論につい

てまとめておく。 

第１２回 社会問題②～社会学と社会問題、新しい貧困 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。雇用形態の変化に伴う

社会問題についてまとめておく。 

第１３回 
社会問題③～非行・いじめ・ひきこもり、 

ＤＶ・児童虐待・高齢者虐待 

事前学習 テキストを読んで、要点を整理しておく。 

事後学習 

講義内容の振り返りと、講義中に示した重要

語句を整理しておく。ジェンダーについてま

とめておく。 

第１４回 
社会問題④～社会問題の背景・現状・課題・解決策 

 

事前学習 
関心のある社会問題を取り上げ、新聞などで

調べたものを持ち寄る。 

事後学習 

関心のある社会問題の背景・現状・課題・解

決策について、グループワークを踏まえポイ

ントをまとめておく。 

第１５回 社会問題⑤～全体のまとめ 

事前学習 
関心のある社会問題の背景・現状・課題・解

決策について、文章化する。 

事後学習 
関心のある社会問題の背景・現状・課題・解

決策について、発表内容を踏まえ、推敲する。 

期末試験 

 


